
令和８年度  第一学期  保護者会  ４／10･13 
 

本日は御参会いただきありがとうございます。私からは、

専科等の教員紹介の後、お話をさせていただきます。  
 

（副校長、主幹教諭、養護教諭、専科等の担当の紹介）  
 

まず始めに本校の基本方針です。これまで同様「子供は未来

の守護者」「居心地の良い学校」「ワクワクする授業」これら３

点を重点としています。これからの未来を創造する子供たちに

とって、何よりも安全・安心を最優先させる中で、学力を保障

し、学校に来るのが楽しい、授業が楽しい、友達を会うのが楽

しい、そんなワクワクする学校にして参ります。  
 

その方針の下、本校では、誰もが笑顔で過ごせる「垣根の

ない学校」というスローガンを掲げております。  
 

 その一環として、３月の学校便りでもお知らせしました

が、特別支援学級「さくら学級」を「１組」に変更させてい

ただきました。慣れ親しんできた名称ですが、名称の垣根も

なくし並列にし、通常の学級は「２組」からとしました。  
 

また、昨年度から導入した「学年担任制」を、実際の取り組

みに合わせて、「協働担任制」という名称に変更しました。「複

数の教員が、互いの強みを生かしながら、子供の最善の利益の

ために力を合わせること」を意味します。 
 

具体的には学年担任制、教科担任制、交流及び共同学習（特

別支援教育）の３つの視点を効果的に組み合わせた教育課程を

組んでおります。３年生以上の時間割の一例を紹介します。 
 

①   １組と通常の学級を一体  

化させた時間割の編成  

②   教科担任制  

③   総合と算数は学年合同  

④   １組単独の授業を確保  

⑤   交流及び共同学習  
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このように、学年担任制、教科担任制、交流及び共同学習

を組み合わせることで、個別最適な学びと協働的な学びが実

現できると考えております。  

そのために、私たちは、協働担任制を進めるにあたり、教

員同士の「信頼」「共有」「対話」を大切にして参ります。  

また、何よりも、協働担任制のねらいは、子供たちにとっ

てどうかが、もちろん根底となります。「子供たちの（誰にで

も相談できる）安心感」「（教員の強みを集結した）指導の質

の向上」「（子供の良さを複数の目で見とる）複眼的な児童理

解」をめざして、常に振り返りながら、時には立ち止り、子

供の最善に向けて取り組んで参ります。  
 

最後に、毎年繰り返しお願いしていることではございます

が、子供たちの安全・安心のために、次の２点は、是非とも

お願いしたいと存じます。  
 

①   スマートフォンは、子供にとって、百害あって一利なし  

 スマートフォンは、今や大人にとっては、必要不可欠な

道具になっていますが、おとなと同じ世界に、子供を入れ

ることが極めて危険であることは、実社会と同じです。む

しろ実社会では実体がありますので、目の届く範囲でもあ

りますが、バーチャルな世界は、大人の目が届かない分、

計り知れないリスクがあります。  
 

②   朝は、８時５分前に、学校に到着しない  

 本校の登校時刻は８時１５分ですが、職員は８時から勤

務が始まり、８時５分までに担任は教室に行き、担任以外

は昇降口で、子供たちを迎える体制を整えております。８

時５分までは、子供たちの安全確保の体制が整っておりま

せんので、万が一の災害や事故が発生した場合に、適切な

対応が難しくなりますので、何卒、御理解の程、よろしく

お願い申し上げます。  

 

それでは、本年度も、みなさま、よろしくお願いします。  
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